



























　短期大学部に入学した学生は春学期に “College English Grammar”、 “Integrated English A”、 
“Integrated English B”、 “TOEFL演習A” を英語必修科目として履修しなければならない。そ





















①　主語と動詞　　　④ 名詞　　　　⑦ 形容詞・副詞　　　　⑩ 品詞　　　⑬ 重複
②　一致　　　　　　⑤ 代名詞　　　⑧ 接続詞・前置詞　　　⑪ 語順






　 文 法 学 習 に つ い て Larsen-Freeman （1999, p.258） は、「形 （Form /Structure）」、「意 味 

















































































ことが確認できた（ t （50） =2.90, p<.01） （表３）。さらに、語順に関する得点については、５％








１％水準で有意差が確認されたものは、前置詞と冠詞であった （４月: r=.373 （P<.01） , ７月: 
r=.400 （P<.01））。これらは、すべての項目間のなかで最も高い相関を示した（表６、表７）。
次に、両方のテストにおいて５％水準で有意差が確認されたものは、時制と語順であった （４
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